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初めに 

気象病を引き起こすとされる気圧や気温、湿度を計測

して、子機にあるボタンを体調が悪い時と良い時に押

し、良い時の気温、湿度、気圧を基準にその値から変動

があれば警告し、少しでも症状を和らげるための対策

を事前に取れる機器を製作した後、実際に体調管理に

役立つのかを調べた。 

実験 

(ⅰ)この機械を使って無線が最大でどのくらいの距離つ

ながるのか調べる。 

表 1 結果 

(ⅱ)黄色のボタンを押して作動するかチェックしたところ、

図１のようになった。 

図１ 黄色のボタンを押した時の様子 

図２ 警告について 

図１，２より体調がいい時の値が黄色のボタンを押す

と LED バーで表示されることが分かる。また、自分の体調

が悪かった時に赤色のボタンを押した。すると図３のよう

に LEDバーが光っていた。しかし、家にある湿度計を見て

みると実験前と実験後で変化がなかったため、機器に何

らかの異常があり、正常に警告できていなかったと考

えられる。 

図３ 実験の様子 

考察・展望 

無線の性能が約 40ｍと書いてあったのに、実験では 31

ｍと短くなったのは何か通信が出来なくなるような障

害物があったからだと考えられる。また、機器が正常

に動かなかったのは急激に寒くなったためセンサー

に異常が生じたと考えられる。今後はなぜ通信が上手

くいかなかったのか、なぜ機器の作動が出来なかった

のかを考え、再度実験を行う。 
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